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【背景・目的】 競泳は基本的に個人種目ではあるものの

リレー種目では 4 人で争う団体戦となる。100 分 1 秒を

争う中では引き継ぎでどれだけタイムを短縮できるかと

いうことが重要になってくる。引き継ぎに関しては、個人

種目のように一時停止の制約がなく、スタート台上であれ

ば自由な動作ができるため、跳び出し速度を大きくするこ

とも可能になると考えられる 1) 2)。実際の大会で行われて

いるリレー種目における引き継ぎ方法には様々な方法が

あるが、科学的根拠に基づいた比較がないため、選手や指

導者の経験でその方法が選択されているのが現状である。

そこで本研究では、国際大会入場経験をもつ、男子大学一

流選手一名を用いて競泳リレー種目における様々な引き

継ぎ方法において、それぞれの方法が跳び出し速度に与え

る影響について調べることを目的とする。 
 
【方法】 対象者は今年度ユニバーシアード銀メダリスト

で日本学生記録保持者 1 名を対象とした。対象者は普段か

ら引き継ぎの練習をしており様々な引き継ぎ方法を習得

していた。今回用いた引き継ぎ方法は以下の通りである。 
・ノンステップノーマルスタート（両足をスタート台の先

端に揃えた状態から跳び出す） 
・ノンステップキックスタート（前足をスタート台の先端

に、後ろ足をバックプレートに置いた状態からそのまま跳

び出す） 
・ステップスタート（前足をスタート台の先端に、後ろ足

をバックプレートに置いた状態からステップして、両足で

スタート台の先端を蹴って跳び出す） 
・アドバンスステップスタート（後ろ足をバックプレート

の後ろに、前足をバックプレートに置いた状態から後ろ足

をスタート台の先端までステップして、跳び出す） 
・フロントステップスタート（後ろ足をバックプレートの

後ろに、前足をバックプレートに置いた状態から後ろ足を

バックプレートまでステップして、両足でバックプレート

を蹴って跳び出す） 
・バックステップスタート（後ろ足をバックプレートの後

ろに、前足をスタート台上に置いた状態から前足をバック

プレートまでステップしながら戻して、両足でバックプレ

ートを蹴って跳び出す） 
・通常スタート（個人種目と同様に、前足をスタート台の

先端に、後ろ足をバックプレートに置き、手でスタート台

をつかんだ状態から跳び出す） 
対象者には実験に先立ち本実験において十分な説明を行

い，参加の同意を得た。試技前には大転子の足離れ時の跳

び出し速度を算出するため大転子に反射マーカーをテー

プで貼付した。対象者のスタートの構え姿勢から入水まで

の動作をすべて撮影できる位置でカメラを設置した。カメ

ラで撮影した映像を動画解析システム Frame-DIAS に取

り込み、マーキングポイントを手動デジタイズし、2 次元

DLT 法によって実座標を算出した。その座標から大転子

の足離れ時の跳び出し速度を算出した。 
 

【結果および考察】 表 1 に様々な引き継ぎ方法における

跳び出し速度の結果を示した。「アドバンスステップスタ

ート」が最も高い値を示し、従来日本で多く使用されてい

た「ステップスタート」よりも高い値を示した。また、ス

テップ動作がないスタートはどれも低い値を示した。これ

らの結果からステップ動作が跳び出し速度を上げる可能

性が示された。また実際のリレー協議では前泳者からの引

継ぎの要素が加わり、前泳者のタッチとタイミングを合わ

せる必要がある。よって今後は前泳者からの引き継ぎ動作

を含めた状態で実験を行ない、さらに実践的な示唆を与え

ていく必要がある。 
 

表 1 足離れ時の大転子における跳び出し水平速度  

 
【結論】 7 種類の引き継ぎの結果からアドバンスステッ

プスタートが一番高い値を示したことからリレーでタイ

ムを縮めるためにはアドバンスステップスタートが最適

である可能性が示唆された。また、引き継ぎ動作において

跳び出し速度を高めるにはステップ動作が重要である可

能性が示唆された。 
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  引き継ぎ⽅法の種類   ⾜離れ時の跳び出し⽔平速度
ノンステップノーマルスタート 4.8m/s
ノンステップキックスタート 4.7m/s

ステップスタート 5.0m/s
アドバンスステップスタート 5.6m/s
フロントステップスタート 5.3m/s
バックステップスタート 5.3m/s

通常スタート 4.6m/s
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